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元年⑤

月
iH･ぷ

みんなりねで

住みよい町に

　６月４日、環境美化キャンペーンガ町をはじめ各地(自

治会等)で実施され、この日6.5トンものゴミガ収集さ

れました。

　快隅のもと、作業に汗を流されたみなさん、お疲れさ

までした。

　わたしたちの住みよい生活環境は、わたしたちみんな

の協カガあつてなりたつものです。捨うより捨てないよ

うに一人ひとりが気をつけたいものです。

　　　　　　　(写真はひばりケ丘自治会の清掃風景)
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木
村
憾
氏
の
作
品

　
（
六
美
町
出
身
）

町制施行100周年

　
実
行
委
員
会
で

　
事
業
が
決
ま
る

　
本
年
四
月
一
日
で
町
制
施
片
白
周

年
を
迎
え
た
町
で
は
、
託
月
ト
七
日

の
第
一
回
記
念
浙
匙
実
行
晏
貝
会
に

お
い
て
、
十
一
月
三
日
の
記
念
式
典

を
中
心
と
す
る
各
種
浙
匙
を
決
・
足
し

ま
し
た
。

　
記
念
式
典
に
は
、
姉
妹
都
占
水
口

町
関
係
昔
な
ど
多
数
の
来
賓
を
招
き

町
政
功
労
者
等
の
表
彰
、
町
制
百
周

年
目
に
誕
生
（
四
月
一
目
）
し
た
赤
ち

ゃ
ん
に
記
念
証
の
贈
‥
Ｅ
が
、
式
典
後

は
、
城
址
公
㈲
で
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
除
幕
式
や
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋

設
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
卜
月
に
は
、
「
第
三
回

企
画
展
」
や
「
武
お
‥
行
列
」
な
ど
が

実
施
さ
れ
、
ま
た
、
ト
盲
に
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
野
球
の

　
「
ス
ポ
ー
ツ
歎
声
」
ヤ
「
農
業
祭
」

等
の
催
し
物
が
実
弛
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

町制施行100周年記念事業
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記念論文募集

記念作文募集

7/15～9/30 ｢21世紀をめざした町づくり｣の論文を募集し式典当日発表と表彰

小中学生から記念作文を募集し式典当日発表と表彰ﾌ/21～8/27

ふるさとまつり 8/19～8/20　総合運動場 盆踊り、かんぴよう音頭、花火大会等

健康ふくしまつり ９月１ァ日　保健福祉センター 講農会、展示会、検診、健康相談等

保育所合同大運動会 １０月　８日　総合運動場 町立５保育所合同の大運動会

歴史民俗資料館第３回企画展

老人と保育園児との合同運動会

10/8～U/19　歴史民俗資料館 テーマ｢下野のはにわ人たち｣

１０月18日　総合運動場 町内フ保育所園児と老人合同の運動会、アトラクション

城址公園で出陣式を行い、大通りを行列して凱旋する。武者行列 １０月２２日

ＮＨＫうつのみやＦＭ歌謡ホール １０月２７日　中央公民館 尾形大作、水前寺清子ガゲスト出演

記念式典 １１月　３日Ｉ　　　ﾉﾉ 姉妹都市水□町関係者等来賓を招き記念式典並びに町政功労者の表彰

モニュメント建設 １１月　３日　域　址　公　園 壬生町出身の木村博氏の設計によるモニュメントの除幕式

タイムカプセル埋設 １１月　３日 ﾉﾉ 記念式典の当日出発式を行ない50年後の西歴2039年11月３日開封する。

記念植樹 １１月　３日 ﾉﾉ 町の本｢えのき｣の植樹、町内小中学校10校にも植樹

100周年目赤ちゃん誕生記念 １１月　３日 中央公民館 本年４月１日に誕生した赤ちゃんを式典会場に招待し記念証を贈る。

公園まつり １１月　３日

１り月１２日

城　址　公　園 城址公園の完成と合せて苗木の無償配布

スポーツ教室(バレーボール) 総合運動場 金メダリスト中村昌枝他１名を招きバレーボール教室

ﾉﾉ　　　　　（テニス） １１月１２日 ﾉﾉ 神和迩純氏を招きテニス教室

ﾉﾉ　　　　　（野　球） １１目１９日 刀 元巨大軍柴田勲、元大洋平松政次の両氏を招き野球教室

農業祭 11/18～訓/句 農　協　本　所 農産物品評会及び即売会､花木の即売､米の無償配布､おにぎり試食､豚汁会等

武田鉄失コンサート 末　　定

桂　枝道独演会 未　　定

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
意
味

町
民
の
㈲
の
ふ
れ
あ
い
と
協
力
に
よ

る
、
壬
生
町
の
連
帯
照
己
満
ち
た
円
満

で
力
強
い
発
展
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
大
き
な
円
は
、
「
壬
生
」
の
頭

文
字
の
。
ｙ
を
漫
’
ｗ
て
い
ま
す
。
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壬
生
町
史

「
通
史
編
Ｈ
ご

付
録

　
資
料
文
書
目
録

　
第
一
集
（
七
十
四
家
分
）

　
町
民
の
み
な
ざ
ん
侍
望
の
冊
生
野

史
「
通
史
編
Ｈ
ヒ
ペ
リ
ー
来
航
か
ら

現
社
主
上
が
完
成
し
、
兄
月
か
ら

頭
分
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
通
史
編
は
、
灯
火
の
か
々
に

肌
生
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
丁
・
心

み
や
す
く
、
し
か
も
、
史
実
史
料
等
）

に
そ
っ
て
、
執
筆
の
光
生
か
が
一
字

一
句
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
矢
羽
雁
行
録
と
し
て
、
有
村

（
古
大
書
寄
与
蔵
者
七
ト
四
宮
の
資

料
目
録
を
付
け
加
え
ま
し
た
。
　
　
　
一

　
今
ま
で
に
発
問
さ
れ
て
い
る
民
俗
一

編
、
有
料
編
と
も
ど
も
、
ご
購
読
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
一

　
ま
だ
お
求
め
に
な
ら
れ
て
い
な
い

万
は
、
教
育
変
‥
貧
血
及
び
町
歴
史
民
］

俗
資
料
館
へ
、
直
後
お
い
で
く
だ
さ
　
｝

る
か
、
ハ
ガ
キ
寄
で
申
込
み
く
だ
さ
　
一

い
。

車
塚
古
墳
は
日
本
最
大
の

円
墳
（
古
墳
時
代
終
末
期
）

資
料
館
三
周
年
記
念
講
演
で
白
石
教
授
明
か
す

　
仔
川
ト
四
日
、
町
歴
史
民
所
資
料

館
万
問
館
三
固
年
記
念
講
演
会
が
、

千
生
中
火
・
公
民
館
で
行
わ
れ
、
言
墳

の
研
究
で
は
第
一
人
者
で
、
・
国
立
歴

史
矢
所
博
物
館
の
白
石
火
一
郎
教
程

が
、
「
Γ
生
胆
塚
古
墳
と
古
代
の
ド

野
・
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
仝
場
に
は
Ｉ
〇
〇
名
を
こ
す
熱
心

な
歴
史
研
究
者
や
郷
上
家
な
ど
が
叫

ま
り
、
叫
昧
深
い
話
の
内
宮
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
白
石
教
授
を
中
こ
に

今
年
の
二
月
か
ら
車
塚
占
墳
の
副
収

調
在
犬
付
っ
た
結
果
、
墳
に
の
直
径

が
八
瓦
ｍ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
占

生
時
代
作
末
期
〔
に
Ｉ
〕
世
紀
初
め
一
の

円
価
と
し
て
は
日
本
最
大
の
復
氏
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
横
次
式
石
室
雲
間
底
部
分

か
少
し
張
り
出
し
て
い
る
ニ
と
を
指

鎖
し
、
貼
塚
古
墳
を
非
常
に
巨
九
万

的
底
部
分
か
突
き
出
た
特
異
な
円
生

と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

町
民
室
か
ら
の
お
し
ら
せ

　
行
政
に
つ
い
て
の
身
近
な
ご
意
見

ご
。
要
望
な
ど
を
、
町
医
家
で
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
、

　
酉
穏
ま
た
は
電
話
・
郵
便
な
ど

で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
明
治
2
2
年
に
壬
生
町
が
誕
生
し
、

今
年
で
ち
よ
う
ど
百
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。町制施行100周年

記念論文を募集します

　
町
で
は
、
こ
れ
を
記
念
に
町
の
将

来
の
姿
や
、
今
後
の
地
域
社
会
の
変

化
、
新
し
い
行
政
施
策
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
、
町
民

の
み
な
さ
ま
か
ら
論
文
を
募
集
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ぐ
っ
ぞ
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
－
－
－
‐
‐
‐
　
－

　
「
応
募
要
」
順
一

◇
テ
ー
マ
　
「
２
１
世
紀
を
め
ず
し
た

　
　
　
　
　
剛
づ
く
リ
」

◇
応
募
資
格
　
町
内
に
悦
ん
で
い
る

　
　
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
、

　
※
作
品
は
、
自
作
未
発
表
の
も
の
　
｝

　
　
に
限
り
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
一

　
※
人
選
作
‥
匹
の
著
作
権
は
、
す
べ
　
一
一

　
　
て
町
に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
一

　
　
作
品
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。
一

◇
締
切
り
　
　
八
月
士
汗
㈹
　
　
　
一

◇
表
　
彰

町
長
賞
　
一

優
秀
賞

伴
　
作

jj.11三こ

.･,1,11　.1,1,ll.ヴ

言
万
円
）

一
各
号
刀
ツ

（
各
一
万
円
）

※
応
募
さ
れ
た
が
全
日
に
、
記
念
　
］

品
を
差
し
巨
げ
ま
す
。

か
、
通
勤
・
通
学
し
　
　
◇
発
　
表
　
恋
恋
式
典
当
日
、
発
表

　
　
　
　
　
　
て
い
る
レ
ー
瓦
蔵
以
卜

　
　
　
　
　
　
の
万

◇
応
募
方
法
　
叩
‥
‥
字
治
め
原
稿
用

　
　
　
　
　
　
紙
ト
枚
以
内

　
※
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職

　
　
毫
又
け
ず
校
名
・
ず
年
及
び
電

　
　
　
　
　
と
長
０
を
行
い
ま
す
、

◇
送
り
先
・
間
合
せ
先

〒
三
二
丁
‐
・
○
二

　
壬
生
町
通
町
十
二
－
一
己

　
壬
生
町
役
場
企
画
財
政
課
宛

　
萱
八
二
－
一
二
三
四
内
線
一
二
五
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い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昭
和
六
十
三
年
度

予
算
の
う
ち
、
昭
和
六
十
三
年

十
月
か
ら
平
成
元
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
下
半
期
の
状
況
で

般
会
計

二＿　　＿ｊ

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
六
四
億
七
〇
〇
〇
万
円

で
し
た
が
、
そ
の
後
四
回
の
補
正
予

算
を
組
み
、
当
初
予
算
に
比
べ
て
。

一
〇
・
四
％
増
の
七
一
億
四
三
七
四

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の

収
入
済
額
は
、
六
八
億
一
五
八
一
万

九
千
円
で
、
歳
入
予
算
額
の
九
五
・

四
％
に
当
た
り
ま
す
。
一
方
、
支
出

満
額
は
、
四
九
億
三
、
四
二
七
万
三
千

円
で
、
予
算
額
に
対
し
て
六
九
・
一

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町税（収入済額）の内訳
特別土地保有税

ｽ

ﾂﾞ

j

=

作

よ

尚淋宍|

,/I

J1

1宍冊り

白面万

万

jﾜ

1

1/
憚

/,|

宍/|

,

報

に

゛

ﾐ,

ﾂﾞ

,

雖

,=頻頻頻宍11,=縦柿（

町　　　　税 　　　　千円3,617,057 　　　　千円3,501，259 　％ 96.8

地方譲与税 97,000 109,437 １１２．８

利子割交付金 26,330 28,371 107.8

娯楽施設利
用税交付金 43,000 48,262 １１２．２

自動車取得
税　交　付　金

97,000 136,955 １４１．２

地方交付税 1,249,522 1,343,857 107.5

交通安全対策
特別交付金 10,000 9,067 90.7

分担金及び
負　　担　　金 65,316 65,564 100.4

使用料及び
手　　数　　料

89,458 91,572 102.4

国庫支出金 272,397 199,547 73.3

県　支　出　金 205,245 174,634 85.1

財　産　収　入 93,214 98､131 105.3

寄　　附　金 14､675 14,675 100.0

繰　　入　　金 429,124 400,000 93.2

繰　　越　　金 401，677 401，677 100.0

諸　　収　　入 　162,334
-
　270,400

192,811 118.8

町　　　　　價

淋朧朧㈱ 綴紐縁座肺肺疾 回腸

｀W

W

特
別
会
計

・

　
－
－
・
　
　
　
　
　
　
」

国民健康保険◇

◇

老人保健事業

予算額　15憧4,130万円

　収入済額14憧8,948万円
　　　　　-一一一一

　支出済額12憧2,930万円

予算額11億7､133万円

　収入済額10憧　540万円

　支出済額　9億8､966万円

公共下水道事業　◇

　　　　　　　　◇

　予算額　9億7,517万円ム

　　　収入済額6憧4､868万円

　　　支出済額7憧8､724万円

※収支の不足額は、一般会計から
　運用しました。
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※
町
民
税
の
う
ち
法
人
町
民
税
を
除
く

増改築した壬生小校舎

・町　　民　　税

・固定資産税

・都市計画税

　町たばこ消費税

・電　　気　　税

・軽自動車税

・町　　民　　税

・固定資産税

・都市計画税

・町たばこ消費税

・電　　気　　税

・軽自動車税

7万8,262円

3万1,783円

3万2,460円

淀房白勁２

召勿心;弓泥･･･

町
民
Ｔ
人

　
　
　
の

｀二

27万5,826円

11万2,015円

11万4,400円

2万　　88円

1万4,359円

1万2,340円

　　2,624円

の
負
担
額

一
世
帯
当
た
り

j

j尚

尚

回

]粍5/

,

j万万゛j]jl]/万ｽ

J

I/ﾀ舞j

ﾐ

一回

………

l

j

，
1/回漸漸回JJこ嫉1 東和ｏ（ 瀕餅回ﾉｪ

議　　会　　費 　　千円122,437 　　　千円118,942
　％

97.1

総　　務　　費 1，453､882 640,094 44.0

民　　生　　費 559,607 497,785 89.0

衛　　生　　費 557,917 499,192 89.5

労　　働　　費 20,947 18､721 89.4

農林水産業費 270,201 178,582 66.1

商　　工　　費 101,050 99,251 98.2

土　　木　　費 1,527,267 802,443 52.5

消　　防　　費 288,583 284､454 98.6

教　　育　　費 1，598,479 1，167,652 73.0

災害度|日費 8,352 8,320 99.6

公　　債　　費 621，838 618,837 99.5

諸　支　出　金 ３

予　　備　　費 13,186

㈱前前額 贈鯨願 朧朧朧 謙jl宍

-

-

水　道　事　業

　　　　収益的収支資本的収支

予算額　1億4,126万円

資本的収入　　2､393万円

資本的支出1憧3､754万円

予算額4憧362万円

事業収益4憧5,028万円

事業費用3憧8,830万円

◇

◇

･こ云こごぶ､JIごこぷｰ､｡。こ匹:･≒JrこJごここ乙◇
憲資本的収支の収入額が支出額に不足する翻は、過年度及び当年度

　分損益勘定留保資金及び建設改良積立金で補てんＬまＬた。

　ｊ　ｌ　●　ｌ　迦　　　・　　　■　　　・　●　・　趣　ａ　●　・

奨学資金　◇

　　　　　◇
予算額

　収入済額

　支出済額

140万円

146万円

　　　一

112万円

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります

国谷土地区

画整理事業
予算額

　収入済額

　支出済額

7,787万円
　　-

7,912万円

5,077万円
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回
忌
泡
ｊ
『
伺
回
Ｕ
白
』
坦

淀
四
肢
Ｅ
忌
白
面

Ｔ
半
可
老
犬
ク
ラ
ブ
浦
兄
‥
ハ
白
浪

辺
岩
汗
郎
弁
付
会
‥
貝
．
バ
几
仔
六
鴇
）

で
は
、
四
目
こ
．
卜
じ
目
に
行
わ
れ
た

総
合
の
席
上
、
「
福
祉
の
た
め
に
お

使
い
く
だ
さ
い
」
と
．
言
万
人
、
六
七

社
円
を
町
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
ヘ

　
ニ
の
寄
付
は
、
二
円
に
砂
金
」

と
称
し
て
、
同
座
介
会
の
自
発
的
活

動
と
し
て
他
只
椙
．
征
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、
一
片
年
か
ハ
実
包
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
．

　
町
で
は
、
福
祉
址
今
に
績
ぐ
て
て

町
福
祉
の
充
実
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
巴
い
ま
す
．

七
名
の
方
が

　
功
労
者
表
彰
さ
れ
る

五
月
ト
ー
日
、
町
自
他
豹
仲
兄
‥
訃
　
　
★
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
・
一
一
一
・
・
一
一
一
・
・
・
一
一
一
一
一
・
・
一
一
一
・
一
１
９
１
１
１
一
■
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

町
ソ
フ
ト
ボ

ー

ル
　
　

リ

発
展
の
功
績
で

栄作さん(大師明)　　銘木栄次さん(中央町)森

　
柿
本
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
公
設
立

国
ト
周
平
記
念
八
叫
が
、
四
月
九
ロ

宇
部
宮
占
の
ア
ビ
ア
で
行
わ
れ
、
そ

の
席
上
、
本
町
の
竹
本
栄
次
さ
ん
豆

の
総
会
が
ｙ
牛
中
央
公
代
館
で
問
催
　
　
・
鈴
木
　
　
雨
氏
入
／
　
坪
に
四
年
問
）
　
十
七
歳
、
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
合
理

さ
れ
ま
し
た

　
そ
の
席
ト
、
長
年
に
わ
た
り
自
油

分
長
を
務
め
ら
れ
た
穏
名
の
万
に
、

感
謝
礼
と
記
念
晶
が
増
ら
れ
ま
し
乍

　
な
お
、
役
員
改
選
の
仏
眼
、
新
会

長
に
石
川
昭
三
さ
ん
ヱ
ご
こ
、
副
分

長
に
づ
岫
ノ
円
さ
ん
旭
町
ご
、
幻
出
所

見
さ
人
気
小
休
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
中
９
.
　
光
蔵
氏
・
栄
　
灯
、
ゐ
年
間
ヅ
　
半
長
）
と
森
　
栄
作
さ
ん
（
五
十
二

・
荒
川
　
　
一
氏
７
に
油
灯
ド
年
・
ヶ
月
）
晟
、
回
出
現
浙
長
）
の
二
名
の
方
が

・
出
港
　
　
武
氏
・
肝
　
町
で
年
間
）
　
　
功
労
者
表
彰
を
Ｉ
受
け
ま
し
た
。

・
高
際
弥
太
郎
氏
長
　
雨
、
七
年
ぐ
伺
）
　
竹
本
さ
ん
と
森
さ
ん
の
お
一
人
は

・
伊
藤
　
三
郎
氏
ム
ず
み
、
に
年
間
）
　
　
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
政
見
当
時
か

・
服
用
　
太
一
氏
・
・
ド
瓦
灯
、
ぺ
年
問
一
　
　
か
ら
斤
目
ま
で
、
㈲
協
会
の
運
営
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
展
万
た
め
尽
さ
れ
た
功
績
が
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
、
大
仰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

･ l f I I I ‥ ‥ I I I ¨ ｢ I I ‥ ‥ ･ I ¨ I I ･ I ･ ‥ I

な
い
で
令
部
自
分
で
千
入
れ
を

し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
ま
た

草
花
を
育
て
た
り
、
野
菜
を
作

っ
た
り
す
る
こ
と
も
好
き
で
、

農
作
業
の
ｒ
伝
い
も
さ
れ
て
い

る
と
い
う
お
足
気
さ
で
す
。

　
妻
の
フ
ク
さ
ん
石
炭
汪
、
上

松
葉
の
三
ト
宋
の
次
反
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
、
戦
後
倅
国
か

ら
引
き
ト
げ
て
き
て
か
ら
嫁
が

れ
ま
し
た
が
、
回
し
農
家
だ
っ

た
の
言
　
こ
れ
と
い
っ
た
苫
労

-

壬生町民憲章　１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます
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ぐ食事と健康(e)魚
を
食
べ
よ
う

　
回
に
古
葉
　
山
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
か
っ
か

　
今
年
も
よ
几
　
こ
の
今
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
カ
ツ
オ
は
も
ち
ろ
ん

こ
れ
爆
心
は
、
ア
ジ
や
ア
ダ
尺
ト

ビ
ウ
オ
、
キ
ス
、
イ
カ
、
イ
ワ
シ
な

　
　
’
ご
兄
　
　
　
　
　
　
　
～
４
１

と
か
帽
を
む
か
え
、
美
味
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。

　
最
近
は
、
成
人
病
予
防
対
策
と
し

て
肉
よ
り
魚
を
多
く
食
べ
る
よ
う
に

旨
わ
れ
て
い
ま
す
。
双
万
と
も
動
物

性
脂
肪
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

肉
の
脂
肪
が
悪
玉
コ
レ
ス
テ
Ｊ
Ｉ
ル

を
増
や
す
の
に
対
し
、
魚
の
ｍ
肪
は

悪
玉
ご
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
滅
ら
し
、

善
土
っ
レ
ス
テ
四
Ｉ
ル
を
増
や
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
魚
の
脂
肪
に
エ
イ
Ｊ

サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
で
、
動
脈
硬
化
を
予
防
す

る
働
き
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ミ
ノ
醍
の
一
抹
で
あ
る

ク
ウ
リ
ン
は
、
血
圧
を
ド
げ
た
り
、

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
促
し
て
糖
尿

他
の
予
防
に
役
立
つ
こ
と
で
注
目
き

れ
て
い
ま
す
。
魚
の
血
合
い
肉
に
は

ビ
タ
ミ
ン
や
鉄
分
と
と
も
に
、
ニ
の

タ
ウ
リ
ン
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
俗
ド
塀
っ
赤
身
魚
に
は
血
合

い
肉
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
マ
グ
四

や
カ
ツ
オ
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
な
ど
の

回
遊
焦
が
こ
の
仲
間
で
す
。

　
タ
イ
ヤ
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
な
ど

海
底
で
生
活
し
、
あ
ま
り
動
か
な
い

魚
に
白
身
焦
が
多
く
、
血
合
い
肉
も

脂
紡
も
少
な
い
が
、
淡
白
で
上
品
な

味
わ
い
で
す
、
身
が
粟
ら
か
く
塩
分

を
控
え
ら
れ
る
調
理
に
伺
き
、
病
大

食
や
離
乳
食
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

　
魚
に
は
旬
か
お
り
、
種
類
も
豊
富
な

の
で
、
そ
の
季
節
ご
と
の
い
ろ
い
ろ
な

味
が
楽
し
め
ま
す
。
魚
の
よ
さ
を
見

直
し
、
健
康
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、

魚
料
理
の
レ
バ
ー
ト
リ
ー
を
増
そ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ア
ヤ
メ
祭
り
（
６
月
１
０
日
か
ら
）

中
泉
・
中
島
実
さ
ん
方
の
ア
ヤ
メ
園

　
今
年
も
、
美
し
い
ア
ヤ
メ
の
花
が
咲
く
今
節
に
な
り
ま
し
た
。

申
恨
の
中
島
実
さ
ん
宅
の
ア
ヤ
メ
園
で
は
、
Ｔ
号
棟
の
ア
ヤ
メ

が
、
例
年
包
と
り
ど
り
の
花
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
矢
場
無

廿
中
‐
０
さ
ん
は
、
ア
ヤ
メ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
ト
年
前
か

ら
集
め
た
ア
ヤ
メ
を
自
宅
前
の
畑
に
植
え
て
い
る
う
ち
に
、
い
っ

ぱ
い
増
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
六
月
十
日
か
ヘ
ア
ヤ

メ
な
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

－
－
－７

１健康ガイド

ｋ
一
｀
一
－
－
一
一
｀
ｌ
ｑ
Ｄ
ｔ
・
一
叩
り
Ｄ
Ｌ
一
・
一
－
｀
一
一
一体調のバロメーターをもとう

/15世名人　　　　　　　　Ａ　Ｉ

ｙ大山康晴さんの談話から/　H

　
私
は
五
年
前
に
、
結
腸
が
ん
の
宣

告
を
受
け
ま
し
た
。
プ
ロ
の
棋
士
と

な
っ
て
五
十
年
、
こ
の
道
一
筋
に
歩

ん
で
き
た
私
に
は
、
青
天
の
屏
息
で

し
た
。
長
い
間
、
私
の
健
乗
法
は
「

将
棋
に
勝
つ
こ
と
が
一
番
だ
」
と
い

う
信
念
で
、
病
気
ら
し
い
病
気
も
廿

ず
、
入
院
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
が
ん
だ
と
わ
か
っ
た
半
年
ぐ
ら
い

前
か
ら
ひ
ど
く
疲
れ
を
感
じ
、
夜
寝

て
い
る
と
き
に
鼻
血
が
出
た
宍
ト

一
イ
レ
で
立
ち
く
ら
み
が
し
た
り
し
か

の
で
す
が
「
も
う
年
も
六
十
に
な
れ

ば
、
疲
れ
で
賃
血
ぎ
み
に
な
る
の
も

当
た
り
前
だ
」
と
自
分
勝
手
な
解
釈

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
人
間
ド
ッ
ク
で
検
査
を
受
け
る
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
ヽ

ふ
だ
ん
か
ら
自
分
で
自
分
の
体
調
を
］

よ
く
知
っ
て
、
少
し
で
も
ブ
之
だ
ぞ
一

と
思
っ
た
ら
医
者
に
相
談
す
る
べ
犬

で
す
よ
。

自
分
を
励
ま
し
医
者
を
信
じ
る

　
が
ん
と
宣
告
さ
れ
て
、
私
の
頭
に

浮
か
ん
だ
の
は
、
「
ま
ず
い
干
を
指

し
た
。
ど
う
も
こ
れ
は
負
け
そ
う
だ

…
…
…
」
そ
し
て
「
も
う
苦
戦
に
な
っ

た
ら
仕
方
が
な
い
。
あ
と
は
医
者
を

信
じ
よ
う
」
そ
ん
な
気
持
ち
で
し
た

　
が
、
た
だ
私
に
は
「
こ
ん
な
こ
と

で
死
ぬ
も
の
か
」
と
い
う
思
い
が
強

j l l r ’ j l l r ’ J ● 「 ､ ’ J l l F I ･ | | 「 ･ - Ｊ l y 」 1 1 1 － j l l L

　 　 　 　 　 　 　 　 む

. j l l F r i l l F 一 j l 1 F r j n ﾄ ﾞ あ J l f . ･ j l l r

く
あ
り
ま
し
た
。
人
間
、
病
気
に
な
］

れ
ば
、
ど
ん
な
人
で
も
精
神
的
に
落

ち
込
み
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
努

め
て
気
持
ち
を
明
る
く
し
て
、
「
私

に
は
ま
だ
体
力
が
あ
る
ん
だ
。
こ
れ

に
は
ま
だ
体
力
が
あ
る
ん
だ
。
こ
れ
｛

な
ら
ば
よ
く
な
る
ぞ
｝
と
自
分
犬
ご

ま
す
こ
と
で
す
よ
。
そ
し
て
、
医
者
｛

を
信
じ
る
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
一

健
康
管
理
は
自
分
自
身
で
　
　
　
　
｝

　
今
は
食
欲
も
あ
り
、
何
で
も
う
ま

い
し
、
お
酒
も
や
め
た
の
で
付
き
介

い
で
夜
が
遅
く
な
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
健
康
的
な
毎
日
で
す
ね
。
　
　
一

　
や
は
り
、
健
康
管
理
は
、
自
分
自

身
で
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
体
調
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
を
し
っ
か

り
持
っ
て
い
る
こ
と
が
犬
切
な
こ
と
’

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
’
一
’
‘
一
一
可
Ｌ
一
I
F
‐
‐
J
1
1
F
‐
‐
j
一
S
F
‐
j
l
l
l

仙 r ｀ j S I r

壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります
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「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
⑩
一
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

参
加
す
る
こ
と
が
社
会
奉
仕

歩
け
歩
け
奉
仕
大
会
に
三
百
人
が
参
加

た
ゼ
ヴ
ケ
ン
を
着
け
て
歩
き
、
姚
め

た
方
針
は
全
能
町
社
会
福
祉
協
議
会

や
県
ア
イ
バ
ン
ク
、
県
盲
導
犬
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
増
る
と
い
う
こ
の
腫
の

　
弟
じ
回
町
杜
会
福
祉
青
少
年
歩
け

歩
け
奉
仕
大
会
が
、
四
月
二
十
九
日

晴
天
の
珊
生
小
校
庭
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て
、
約
三
〇
〇
人

の
参
加
者
を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
青
少
年
が
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
福

祉
の
町
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
こ
う

と
、
和
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ニ
筒

鳥
秀
夫
会
長
）
が
開
い
た
も
の
で
、

今
回
で
じ
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
泉
所
か
ら
寄
付
（
Ｐ
Ｒ
代
）
を
史

め
、
参
加
者
は
そ
の
今
薬
名
の
入
っ

九
分
は
、
近
年
全
国
的
に
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
愛
宕
神
社
、
一
里
塚
な
ど
の
史
跡

や
心
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
場
所
を

通
る
糾
問
・
五
キ
四
の
「
ふ
る
さ
と

財
発
見
コ
ー
ス
」
に
、
六
十
一
組
の

ダ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
た
ち

は
、
与
え
ら
れ
か
言
マ
図
の
ポ
イ
ン

ト
を
探
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
ざ
し

ま
し
た
。
五
月
晴
れ
の
す
が
す
が
し

い
新
禄
の
中
で
、
い
い
汗
を
流
し
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

い
ち

ご
狩
り
で
交
流

　
町
農
業
委
貝
会
元
川
巌
計
長
）
　
　
え
、
こ
の
ロ
は
腰
高
青
年
三
ト
八
入
、

で
は
、
農
業
後
継
者
と
社
会
人
女
性
　
　
女
性
三
十
二
人
の
八
‥
せ
て
七
十
人
の

と
の
出
計
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
　
　
方
が
参
加
し
、
ド
馬
本
の
匹
集
光
ざ

く
り
、
農
業
を
堤
解
し
て
も
ら
い
な
　
　
ん
方
の
ハ
ウ
ス
で
、
い
ち
ご
折
り
を

が
ら
、
農
家
の
嫁
不
足
を
解
消
し
よ
　
　
栗
し
み
ま
し
た
、

う
と
、
五
月
十
四
目
、
稲
他
姓
区
分
　
　
　
ま
た
、
自
然
の
中
で
打
ち
解
け
た

民
館
を
主
計
揚
に
、
「
い
ち
ご
狩
り
　
　
後
は
、
同
公
に
館
で
立
食
パ
土
ア
ィ

＆
立
食
ハ
上
下
ィ
ー
の
実
ヤ
を
開
　
　
―
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

催
し
ま
し
勺

　
ニ
の
催
し
は
今
回
で
第
Ｌ
回
を
迎

運
動
会
で
親
睦
を
図
る

　
町
婦
人
会
（
抗
原
久
子
会
長
）
で

は
、
他
貝
の
親
睦
及
び
体
力
向
ド
を

図
や
っ
と
、
五
月
ト
四
目
、
千
生
小

単
位
で
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
万
日
は
、
天
候
の
関
係
で
体
育

館
が
会
場
で
し
た
が
、
参
加
し
た
約

二
〇
〇
名
の
婦
人
に
よ
り
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
ブ
ロ
ダ
ラ
ム
が
和
や
か
に

繰
り
広
げ
ら
れ
、
最
後
に
今
以
て
十

警
］
頭
を
踊
り
、
紅
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
日
頃
、
家
庭
や
仕
事
に
忙
し
い
参

加
者
た
ち
も
、
こ
の
目
ば
か
り
は
、

お
お
い
に
汗
を
流
し
て
、
ふ
れ
あ
い

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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　　　　　　目呂一回H　謳呂訓

七

言聯

｜

｜

　　ｌ

歌｜

二-

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

秋
山
　
　
仙

釣
銭
の
な
き
よ
う
に
と
出
す
支
払
ひ
に

　
　
　
　
　
　
消
費
税
だ
け
小
銭
足
ら
ざ
る

左
足
の
児
童
ら
去
り
し
大
冊
山

　
　
　
　
　
　
春
風
さ
む
く
人
ま
ば
ら
な
り

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
佳
世
子

旅
に
出
て
よ
き
歌
得
ん
と
思
ひ
し
に

　
　
　
　
悩
れ
ば
す
で
に
記
憶
お
ぼ
ろ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
川
小
千
代

々
ル
シ
ッ
ク
の
生
演
奏
に
酔
い
し
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
頬
を
な
で
ゆ
く
新
禄
の
風

　
　
　
　
俳
　
　
句

　
　
1
　
　
　
　
5
a
l
s
s
a
!
=

　
、
ノ
　
　
　
　
ー
し
・
あ
冊

体
に
離
村
の
心
緒
揚
雲
雀

作
付
寒
し
釘
で
耳
匹
く
老
大
工

奥
村
　
ト
シ
　
明
け
万
の
月
と
脂
み
て
春
の
出
穂

　
　
　
　
　
　
大
家
野
に
一
人
駈
け
れ
ば
皆
駈
け
る

粂
川
　
綾
子

伊
沢
　
屯
明

海
老
沼
勘
一

佐
藤
　
淑
子

チピッ子アjl,ハム

早乙女延弘ちゃん（松原）

　　千佳ちゃん
jゝ倉のりひろ

　　紀宏ちゃん（松原）

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
（
父
）
早
乙
女
正
明

　
（
母
）
　
　
″
　
恵
子
さ
ん
の
次
男

書
冊
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

昭
和
六
十
一
年
二
月
十
七
日
生
ま
れ
（
長
女
・
三
歳
）

平
成
元
年
一
月
九
日
生
ま
れ
（
長
男
・
五
ケ
月
）

　
（
父
）
小
倉
照
男

　
＾
母
゛
　
″
昌
子
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
元
気
で
明
る
い
子
に
な
っ
て
ネ
／
・

※
町
民
室
で
は
、
一
歳
～
四
歳
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。



一
芭
蕉
「
奥
の
細
道
」
の
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足
跡
を
た
ど
る

　
　
文
学
散
歩
「
那
須
路
」
の
旅

　
壬
生
中
央
公
民
館
の
上
仏
参
薬
に

「
次
号
阪
ル
ご
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は

奥
の
細
道
三
〇
〇
平
心
急
と
い
う
こ

と
で
、
全
国
的
に
す
ば
ら
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

公
式
館
で
も
昨
年
か
ら
ー
兜
の
細
道
」

の
足
跡
を
た
ど
る
交
京
阪
歩
を
実
施

し
、
俳
聖
芭
茫
を
し
の
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
五
日
子
一
目
と
三
十
目

白
百
聞
に
わ
た
り
、
心
仏
か
ら

防
犯
や
青
少
年
健
全
育
成

　
　
　
功
績
か
認
め
ら
れ

　
五
月
一
〒
五
日
、
静
岡
県
焼
津
占
　
　
武
さ
ん
（
舟
町
）
が
関
東
管
区
警
察

に
お
い
て
関
東
防
犯
協
公
述
絡
協
議
　
　
局
長
並
び
に
同
協
議
会
長
か
ら
表
参

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
の
川
辺
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
氏
が
昭
和
五
ト
四
年

に
壬
生
地
区
防
犯
組
介
長
に
就
任
以

来
、
会
の
円
滑
な
巡
回
に
あ
た
る
と

と
も
に
、
防
犯
座
談
会
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
と
お
し
て
、
防
犯
思
想

の
普
及
高
楊
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ

て
き
た
ほ
か
、
青
少
年
の
他
念
育
成

等
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一

白
河
″
に
ヤ
る
行
程
を
収
り
上
げ
て

行
い
ま
し
勺
初
日
の
勉
佳
良
に
は
、

県
内
で
も
芭
仏
通
と
し
て
知
ら
わ
る

中
出
交
先
生
（
バ
‥
橋
高
校
教
子
を

講
師
に
招
き
、
庖
か
な
内
方
と
わ
か

り
や
す
い
解
決
に
、
参
加
者
の
胸
は

ふ
く
ら
み
、
心
は
す
で
に
那
須
に
飛

ん
で
い
ま
し
た
。

　
二
目
口
の
野
外
研
修
は
、
殺
生
石
、

温
泉
神
社
、
高
福
久
遊
行
柳
、
白
河

の
関
な
ど
を
主
な
学
ガ
の
場
と
し
て

訪
れ
ま
し
た
。
財
の
細
道
の
句
が
生
ま

れ
た
場
所
に
ぐ
ち
、
芭
蕉
が
歩
い
た
当

時
の
様
子
を
患
い
浮
か
べ
、
参
加
者
は

奥
の
細
道
の
果
界
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

各
種
学
級
講
座
（
中
央
公
民
館
）
に

　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
名
が
受
講

ス
ト
レ
ス
を

　
　
い
か
に
対
処
し
克
服
す
る
か

　
ス
ト
レ
ス
因
と
は
何
か

　
ス
ト
レ
ス
を
引
き
起
こ
す
原
因
を

ス
ト
レ
ス
囚
と
言
い
ま
す
。

　
累
積
す
る
仕
事
今
後
雑
な
対
人
関

係
、
生
き
が
い
や
犬
切
な
も
の
を
失

う
袖
丈
体
験
な
ど
に
悩
み
ノ
ジ
レ
ン

マ
に
陥
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
ス
ト
レ

ス
囚
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ス
ト
レ
ス

因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ

た
時
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
の
で
す
。

　
ま
ず
体
調
を
整
え
る

　
体
調
が
良
け
れ
ば
、
多
少
の
ス
ト

　
　
　
　
　
）

　
ｎ
生
中
央
公
民
館
の
前
邦
字
級
・

講
座
の
受
店
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

ト
几
の
学
級
・
講
座
に
約
五
〇
〇
名

の
参
加
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
高
齢
者
学
級
、

中
火
婦
人
学
級
、
園
芸
教
皇
、
オ
カ

リ
ナ
（
鳩
笛
に
牡
だ
楽
器
）
散
水
、

俳
句
散
水
な
ど
か
お
り
、
幅
広
く
町

悦
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
五
月
に
一
日
の
同
学
級
・
講

座
介
同
の
開
店
式
に
は
、
受
講
者
多

数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

レ
ス
囚
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ク
ョ
ク
ョ
悩
ま
な
い

　
そ
し
て
も
う
一
つ
大
切
な
の
は
、

ス
ト
レ
ス
因
に
ぶ
っ
か
っ
た
と
き
の

心
の
も
ち
方
で
す
。
「
あ
の
上
司
は
、

私
の
仕
事
を
評
価
し
て
く
れ
な
い
」

　
「
は
は
、
わ
た
し
の
す
る
こ
と
に
い

ち
い
ち
文
句
を
つ
け
る
」
な
ど
と
ク

ョ
ク
ョ
悩
み
続
け
な
い
こ
と
で
す
。

　
む
し
ろ
気
持
ち
を
大
き
く
も
っ
て
、

　
「
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
さ
。
気
に

し
な
い
で
お
こ
う
」
と
、

心
に
ゆ
と
り
を
も
つ
よ
う
心
が
け
ま
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結　果

●一般男子ダブルス優　勝

　　（37組出場）　　璋優勝

●一般女子ダブルス優　勝

　　（６組出場）　　準優勝

第８回協会長杯

壮年ソフトボール

大会で上表町優勝

●大会結果（5/28決勝）

優　勝　ll表町チーム

準=優勝　下表町チーム

第三位　下馬木チーム

　JI　　　六美北部チーム
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「
ド
ド
ド
」

そ
ろ
っ
て
県
大
会
出
場

羽倉・依知川組

佐藤・林組

平石・羽合組

神・杉崎組

渡辺・柴崎組

一

春の日ざしいっぱい受けて

いい汗かきました。

　(5/28、町テニス大会)

小島、高山組

斉藤、賀長組

原子、瓦井組

渡辺、山口組

　
第
九
回
仝
日
本
学
童
兼
第
三
回
労
働
金
庫
杯
軟
式

野
球
大
会
の
町
予
選
の
決
勝
が
、
五
月
二
十
一
日
行

わ
れ
、
準
決
勝
で
睦
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
敗
り
、
五
年

生
チ
ー
ム
と
し
て
は
初
め
て
決
勝
進
出
を
果
た
し
た

壬
生
束
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
と
、
順
調
に
決
勝
ま
で
勝
ち

残
っ
た
壬
生
東
ク
ラ
ブ
の
同
学
校
チ
ー
ム
の
対
戦
と

な
り
ま
し
た
が
、
攻
守
に
勝
る
モ
生
来
ク
ラ
ブ
が
優

勝
Ｌ
ま
し
勺

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
た
両
チ
ー
ム
と

も
、
一
回
戦
を
突
破
し
、
見
彩
県
大
会
出
場
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

42組(84人)が参加し、

熱戦が展開されました

　(5/28、バドミントン大会)

　結　果(優勝のみ)
●一般男子Ａ　優勝

●一般男子Ｂ　優勝

●一般女子　　優勝

●ママさんの部優勝

●中学生の部　優勝

第８回ママさん

ソフトボール大会

　国谷一が優勝

●大会結果玉/4決勝丿

優　勝　田谷一千－ム

準優勝　壬生ホワイト

　　　スクーレディーズ

　　　チーム（下馬本）

第三位　おもちゃのまち千－ム

サンデーズチーム
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あ
き
ら
め
ず
に

　
　
任
意
加
入
を

①
六
十
歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し

　
て
も
、
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要

　
な
資
格
期
間
に
少
し
足
り
な
い
。

②
資
格
期
間
は
満
か
し
て
い
る
が
、

　
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
期
間
や

　
カ
ラ
期
間
か
お
り
、
満
額
宍
年
金

　
を
受
け
ら
れ
な
い
。

　
　
こ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
左

右
き
ら
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
、

　
八
ト
炭
以
上
の
人
で
も
六
卜
。
仔
炭

に
な
る
ま
で
の
聞
な
ら
、
希
望
に
よ

　
四
目
二
目
か
ら
川
竹
悦
が
万
人
さ
　
　
バ
チ
ン
コ
、
ハ
ン
バ
ド
刀
Ｉ
シ
ョ
マ

れ
、
一
円
単
位
の
支
社
い
が
ほ
と
ん
　
　
プ
、
そ
し
て
、
自
動
販
心
機
な
ど
に

と
で
す
。
そ
の
た
め
、
殼
近
つ
リ
銭
　
　
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
広
が
っ
て
い

を
必
要
と
し
な
い
ブ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
　
　
ま
す
。
通
商
産
匙
宵
の
調
べ
で
は
、

ド
が
、
脚
光
を
集
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
既
に
斤
億
枚
以
卜
発
行
さ
れ
て
い
る

　
現
代
は
「
カ
ー
ド
時
代
」
と
言
わ
　
　
と
い
う
こ
と
で
す
。

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
カ
ー
ド
が
財
布
の
　
　
　
ま
た
、
こ
の
カ
ー
ド
の
人
気
の
も

中
し
入
っ
て
い
る
も
の
で
す
、
そ
の
　
　
う
一
つ
の
現
出
と
し
て
、
割
安
に
な

中
Ｔ
Ｔ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
の
よ
う
に
　
　
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
の
力

的
も
言
に
代
金
を
支
払
い
、
現
金
代
　
　
Ｉ
ド
も
３
％
～
1
0
％
の
割
引
に
な
っ

わ
り
に
使
え
る
も
万
が
、
プ
リ
ペ
イ
　
　
て
い
て
、
一
般
に
額
の
高
い
カ
ー
ド

ド
カ
ー
ド
で
十
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ど
割
引
率
が
い
い
よ
う
で
す
。

　
今
で
は
、
タ
ク
シ
ー
、
高
速
道
路
、
　
っ
こ
？
？
？
・
ノ
≒
ご
ど
？
？
ど
？

り
田
代
年
金
に
加
入
で
き
る
か
ら
で

十
。
こ
れ
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
工

と
②
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
満
額

の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
吋
能
で
す
。

　
し
か
し
、
任
意
加
入
で
き
る
の
は

長
く
て
も
亙
年
間
。
残
念
な
が
へ

こ
れ
を
超
え
た
期
間
に
つ
い
て
は
あ

き
ら
め
て
い
た
だ
く
は
か
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
へ
く
れ
ぐ
れ
も
「
国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
」
の
な

い
よ
う
、
日
頃
か
ら
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

　
問
へ
に
せ
は
江
沢
課
田
代
年
金
係
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

解
約
で
き
る

　
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　
ト
七
炭
の
竹
ト
高
校
生
が
、
御
煎

で
（
モ
デ
ル
に
な
ら
な
い
？
一
と
誘

わ
れ
、
服
務
所
で
モ
デ
ル
養
成
石

九
万
円
）
の
受
講
契
他
言
に
サ
イ
ン

し
、
内
金
千
円
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
場
合
、
解
約
で
き
る
理
由
は

●
未
成
年
酋
の
契
約
は
原
則
と
し
て

　
法
定
代
現
尺
の
同
意
が
必
要
。

●
分
割
払
い
で
も
総
額
が
高
額
の
場

　
介
に
は
、
法
定
代
理
人
の
同
意
が

　
必
『
要
。

●
街
頭
で
勧
誘
さ
れ
、
服
務
所
で
契

　
他
す
る
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
子

　
は
、
契
約
し
た
日
か
ら
八
日
以
内

　
な
ら
ば
ク
ー
リ
ン
ダ
オ
フ
で
き
る
。

身近㈲税/のｿ

回路公主

にせ税務署員に

　　ご注意を／

　
最
近
「
新
設
法
人
の
税
務
指
導
に

末
か
ご
「
税
務
署
の
万
か
ら
来
夕

な
ど
の
話
し
万
で
、
税
務
客
員
と
思

わ
せ
て
視
程
関
係
の
出
版
物
を
売
り

つ
け
た
り
、
人
会
金
や
研
修
会
費
あ

る
い
は
、
講
試
料
を
芸
才
す
る
悪
行

な
出
版
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
横
行

し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
出
版
物
の
訪
間
服

売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
税
務
署

げ
が
納
税
者
の
お
宅
や
公
社
に
伺
う

場
八
‥
に
は
、
必
ず
身
分
証
明
書
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
し
い
な
…
…
り
・
」
と
山
犬

た
ら
、
ま
ず
お
近
く
万
税
務
署
へ
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

栃
木
税
務
署
？
一
二
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
○
八
八
五

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
・

　
　
　
　
中
学
生
の
標
語
募
集

　
国
税
庁
を
け
じ
め
国
税
局
、
税
務

署
で
は
、
本
年
度
も
全
国
の
高
校
生

か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」
を
、
ま

た
、
中
学
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
標

示
」
を
原
則
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も
税

に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
。

　
交
付
は
税
務
署
言
打
っ
て
い
ま
す

の
で
、
高
校
生
、
中
学
生
の
み
な
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
　
募
　
要
　
領

・
応
募
数
　
　
一
入
一
編

　
　
　
　
　
　
（
作
文
は
三
Ｔ
字
以
内

・
締
切
日
　
　
九
月
五
久
夫
）

・
長
　
彰
　
　
優
秀
作
品
に
は
賞
状

　
　
　
　
　
　
言
記
念
品
を
贈
］
．
Ｅ
Ｌ

　
　
　
　
　
　
ま
す
。



フ
ル
ー
ト
の
響
き
に
酔
う

山
形
由
美
コ
ン
サ
ー
ト
満
員
の
盛
況

　
五
月
二
十
一
日
、
モ
生
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
た
フ
ル
ー
ト
奏
者
・
山

形
由
美
さ
ん
の
っ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
の
が
ま
で
満
員

の
人
で
う
ま
り
ま
し
た
。

　
山
形
由
美
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
が
奏

で
る
清
遊
で
美
し
い
音
の
調
べ
に
、

会
場
は
し
Ｉ
ん
と
静
か
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ

　
と
う
か
っ
ぱ
ら

「
桃
花
原
古
墳
」
の

測
量
調
査
よ
り

皿
　
　
今
年
度
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は

ー－－－―皿
羽
生
田
桃
花
原
に
あ
る
「
．
桃
花
原
占

ψ
Ｘ
　
　
　
　
；
｀
一
パ
ー
「

、
４
頂
」
の
孔
丘
測
量
調
査
を
実
施
し
ま

み
し
た
・

報
　
そ
の
調
査
の
結
果
、
古
墳
は
円
頂

広
三
頂
庄
は
全
長
物
六
〇
・
あ
り
、
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三
段
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
川
り

ま
し
へ
ま
悦
墳
丘
の
周
囲
に
は

周
漂
（
堀
）
が
め
ぐ
っ
て
い
て
、
固
惶

を
含
め
た
占
墳
総
全
長
は
、
約
几
○

ｍ
に
達
し
ま
す
。
町
に
残
る
円
墳
の

中
で
は
、
亜
塚
占

竺
国
指
定
）
に
次

ぐ
大
き
さ
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、

死
者
を
葬
っ
た
石

’　　¬

　　　　　　｜　　　　　　｜

室
の
構
造
に
っ
い
て
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
車
塚
古
墳
回
禄
、
巨
大
な
横
次

式
の
石
室
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
桃
花
原
古
墳
の
周
辺
に
は
、

　
「
茶
臼
山
古
墳
」
（
国
指
定
）
、
「
・
冨
ト

山
占
墳
」
・
「
長
塚
占
墳
」
（
県
指
定
）

ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
計
ト
三
曲
（
ア
ン
Ｊ

－
ル
曲
を
含
め
ト
四
曲
）
に
も
な
る

曲
の
あ
い
間
に
は
、
曲
の
説
明
や
お

話
が
あ
っ
て
、
奏
者
の
大
柄
に
も
触

サ
吋
れ
、
心
ゆ
く
ま
で
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
中
火
公
民
館
で
は
、
こ
の
盛
況
に

応
え
て
、
毎
年
存
に
Ｊ
ン
サ
ー
ト
を

催
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－

‐

ノ

子犬

が
あ
り
、
当
時
の
権
力
者
の
力
を
ル

示
す
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
姿
を
と

ど
め
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
羽
生

出
地
区
の
鴇
墳
を
見
て
歩
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

図

心ﾉ

り⑩

リ
ク
エ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス

　
（
予
約
制
度
）
を

　
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　
皆
さ
ん
は
図
書
館
の
本
棚
に
、
ご

自
分
の
読
み
た
い
本
が
な
い
と
き
、

ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
あ
き
ら
め
て
悌
っ
て
し
ま
う
」
な

ん
て
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
ん
な
時
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
・
サ

ー
ビ
づ
へ
を
ご
刊
用
く
だ
さ
い
。

　
貸
出
中
の
図
書
は
、
返
却
さ
れ
た

ら
す
ぐ
に
取
り
置
き
、
所
蔵
し
て
い

な
い
場
八
‥
は
、
購
入
し
た
り
、
他
の

図
書
館
か
ら
借
り
た
り
し
て
。
、
皆
さ

ん
の
要
求
に
お
応
え
し
ま
す
。

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
「
こ
ん
Ｉ

な
本
で
も
い
い
の
か
な
」
な
ど
と
遠

慮
し
た
り
、
あ
き
ら
め
た
り
し
な
い

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

㈲
凛
あ
ズ
な
サ

　
　
○
移
動
図
書
館

ｏ
安
　
塚
　
　
安
塚
小
才
校
校
庭

・
６
月
２
１
日
困
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
　
　
（
次
は
、
７
月
1
9
日
困
で
す
）

の
幸
町
】
丁
目
　
な
か
た
洋
品
店
火

　
・
６
月
の
巡
回
は
終
了
。
ま
た
、

　
７
月
は
お
休
み
で
す
。

　
玉
は
、
８
月
１
１
甘
鯛
で
す

　
　
○
読
書
会

・
７
月
１
４
目
白
　
午
後
１
時
午
か
ら

　
テ
キ
ス
ト
　
宮
尾
登
美
子
著

　
　
　
　
『
存
　
燈
』

　
　
○
「
ひ
ば
り
の
会
」
の
皆
さ
ん

　
に
よ
る
　
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

日
本
語
で
は
予
約
制
度
と
い
い
ま
　
　
０
７
月
１
５
日
出
　
図
書
館
児
皇
宗

す
が
、
図
書
館
が
皆
さ
ん
の
本
州
で
　
　
　
　
午
後
２
時
３
０
分
～
３
時
３
０
分

あ
る
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
　
　
○
だ
し
も
の
ー
き
つ
ね
の
な
き
い
ろ

い
制
度
で
す
。

　
昭
和
6
3
年
度
は
、
四
五
九
伴
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
受
付
け
ま
し
た
が
、
う

ち
二
〇
三
件
は
図
書
館
に
な
か
っ
た

の
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
二
〇
二
冊
の
率
は

リ
ク
エ
ヮ
ヘ
ト
さ
れ
た
万
の
ほ
か
に
も

　
　
あ
め
ふ
リ
・
さ
か
な
が
千
っ
て

　
　
き
た
ら
、
ほ
か
。

　
　
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
歴
史
民

俗
毀
れ
館
と
も
、
毎
週
月
曜
日
と
火

眼
目
の
午
前
中
は
休
館
で
す
。

　
図
書
館
は
月
末
‰
整
理
日
で
休
館
。
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僕
の
ゆ
め

　
　
睦
小
六
年
　
石
川
　
学

　
僕
は
、
前
か
ら
船
が
好
き
だ
っ
た
。

戦
艦
三
笠
を
観
覧
し
て
か
ら
は
、
ま

す
ま
す
夢
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

あ
ん
な
か
っ
こ
い
い
軍
艦
に
泉
大

佐
長
に
な
っ
て
、
航
海
し
て
み
た
い

な
あ
と
思
い
、
海
上
自
衛
隊
へ
入
り

隠
く
の
ゆ
め

わ
た
し
は

　
小
説
家
に
な
り
た
い

　
　
睦
小
六
年
　
田
所
明
子

　
私
は
将
来
、
小
説
家
に
な
り
た
い

と
思
う
。
現
実
で
は
ぜ
っ
た
い
体
験

た
く
な
っ
た
。

　
双
眼
鏡
か
ら
見
る
水
平
線
、
艦
長

京
に
は
、
㈹
白
い
カ
バ
ー
の
掛
か
っ

た
応
接
セ
ヴ
ト
、
書
棚
、
会
議
の
場
、

そ
し
て
、
動
章
を
つ
け
た
車
服
を
着

て
そ
こ
に
僕
が
座
る
。
想
像
す
る
だ

け
で
も
今
か
ら
乗
り
た
く
な
っ
て
く

る
。
母
は
、

　
「
偉
い
人
に
な
る
に
は
ノ
妬
も
体
も

　
人
一
倍
鍛
え
な
く
て
は
ね
ご

こ
ヨ
う
。
僕
は
、
時
々
そ
の
言
葉
を

思
い
出
し
、
励
ん
で
い
る
。

　
海
卜
自
衛
隊
に
入
隊
で
き
る
様
に

頑
張
る
う
と
思
う
。

③
詣
‰
）
◎
⑤
⑤

検
す
る
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
の
よ
う
に

ゆ
め
と
希
望
を
あ
た
え
る
よ
う
な
、

小
説
を
書
き
た
い
、
夢
の
よ
う
な
話

を
ソ
目
分
の
心
の
ち
も
む
く
ま
ま
に
、

書
い
て
い
き
た
い
。

　
私
達
千
代
は
、
不
思
議
な
げ
う
険

を
ゆ
め
見
る
。
今
の
気
待
ち
を
忘
れ

ず
に
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
自
分

の
小
説
の
中
で
ゆ
め
を
見
つ
づ
け
た

い
。
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
よ
う

な
小
説
、
そ
れ
を
読
む
浙
に
よ
っ
て

で
き
な
い
よ
う
な
世
界
を
酉
い
て
み
　
　
心
が
あ
ら
わ
柱
て
い
く
よ
う
な
小
説

た
い
。
だ
れ
も
い
な
い
無
八
島
を
探
　
　
そ
ん
な
小
説
を
私
は
潜
き
た
い
。

マ
ム
シ
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
意
し
て
下
さ
い
／

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
基
金
寄
付
者

○
金
二
〇
六
、
八
一
〇
円

　
　
石
生
野
老
人
ク
ラ
ブ
進
入
茎
様

ｏ
金
人
、
五
三
二
円

　
　
　
モ
生
￥
保
育
園
保
護
者
会
様

○
金
六
じ
じ
円

千
生
寺
保
育
園
仏
‐
園
児
父
兄
一
同
様

ｏ
金
▽
〇
、
六
‐
‐
‐
註
円

　
　
ト
ミ
土
万
言
組
合
栃
木
支
部
様

ｏ
栄
三
〇
、
〇
〇
〇
円
鈴
木
　
信
様

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

ｏ
栄
二
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
石
化
町
消
費
背
丈
の
今
様

ｏ
全
二
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
１
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
様

ｏ
言
二
、
Ｔ
五
八
円
　
匿
　
名
　
様

ｏ
全
判
囚
○
○
円
　
匿
　
名
　
様

ｏ
良
三
白
白
○
円
　
匿
　
名
　
様

ｏ
良
兄
○
白
白
円

　
　
　
　
　
　
栄
町
老
人
ク
ラ
ブ
様

ｏ
栄
一
〇
白
、
○
○
○
円

　
　
　
ｒ
古
フ
イ
オ
ヤ
ズ
ク
ラ
ブ
様

　
　
　
　
　
）

□
胤
蜃
昔
言

上
Ｕ
Ｕ
四

（
ニ
ｓ

Ｔ

一

゜
国
民
健
康
保
険
税
二
期
゛

ふ

Ｈ
長
汀

）

　
　
－
－
－
－
１
％
－
－
　
－
－
－
－
－
－
－
－
　
ｓ
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